
日
野
市
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

政
治
家

元
市
議
会
議
員

中
谷
好
幸

中
野
あ
き
と
さ
ん
の
論
戦
力
は
市
議
会
で
も
ダ
ン

ト
ツ
で
す
。
都
市
計
画
や
自
治
体
財
政
に
つ
い
て
の

知
識
は
専
門
家
並
み
で
す
。
論
戦
は
相
手
を
切
り
捨

て
る
も
の
で
は
な
く
情

理
を
尽
く
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団

の
大
黒
柱
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
市
政
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
で
す
。
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「
い
よ
い
よ
（
改
憲
）
実
現

の
時
」
。
自
民
党
の
議
員
総

会
で
檄
を
飛
ば
す
安
倍
首
相
。

平
和
憲
法
に
基
づ
く
戦
後
政

治
の
も
と
、
地
下
水
脈
の
よ

う
に
流
れ
て
き
た
靖
国
礼
賛
の
復
古

政
治
の
潮
流
が
、
一
気
に
噴
き
出
し

た
感
が
す
る
▼
「
戦
争
を
知
る
世
代

が
政
治
の
中
枢
に
い
る
う
ち
は
心
配

な
い
。
だ
が
、
知
ら
な
い
世
代
が
中

枢
に
な
っ
た
と
き
は
と
て
も
危
な
い

（
田
中
角
栄
）
」
。
改
憲
に
前
の
め

り
の
首
相
発
言
を
受
け
て
、
『
朝
日
』

の
「
折
々
の
こ
と
ば
」
が
元
首
相
の

言
を
紹
介
し
た
▼
か
つ
て
憲
法
を
暮

ら
し
に
生
か
す
市
政
が
続
い
た
日
野
。

２
０
１
４
年
６
月
、
自
民
・
公
明
と

当
時
の
民
主
会
派
が
賛
成
し
て
改
憲

推
進
決
議
を
強
行
し
た
。
翌
年
６
月

に
は
国
民
的
反
対
運
動
に
逆
ら
い
、

安
保
法
制
促
進
決
議
も
可
決
。
東
京

広
し
と
い
え
ど
も
こ
ん
な
事
例
は
ま

れ
だ
▼
現
有
７
議
席
の
自
民
。
市
議

選
で
は
２
議
席
増
を
狙
い
公
明
と
合

わ
せ
て
市
議
会
の
過
半
数
を
め
ざ
す

と
か
。
南
平
・
平
山
地
域
の
自
民
系

は
現
在
は
１
人
。
こ
こ
を
基
盤
に
議

席
増
を
狙
う
２
人
が
立
つ
と
い
う
▼

野
望
が
挫
折
す
れ
ば
首
相
は
政
治
基

盤
を
失
い
、
そ
れ
は
倒
閣
に
も
連
動

す
る
。
改
憲
促
進
の
議
席
増
を
絶
対

に
許
す
な
。
戦
争
す
る
国
へ
の
策
動

を
砕
き
憲
法
が
生
き
る
政
治
へ
の
道

を
。
厳
冬
下
、
勝
た
ね
ば
な
ら
ぬ
熱

い
闘
い
で
あ
る
。
（
Ｋ
）

短信

個
人
の
尊
厳
を
大
切
に
す
る
安
心
の
日
野
へ

中
野
あ
き
と

「
誰
も
が
一
度
し
か
な
い
人
生
を
、
尊
厳

を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
日
野
に
」
・
・
・

こ
の
思
い
を
も
っ
て
、
再
び
市
政
に
挑
戦

し
ま
す
。
都
議
選
で
は
、
自
民
現
職
に
８

６
３
票
差
ま
で
迫
る
中
で
、
日
本
共
産
党

の
役
割
の
重
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
今

度
は
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
野
あ
き
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

福
岡
県
久
留
米
市
生
ま
れ
。
49
歳
。
中
央
大
学
法
学
部
卒
。
前

市
議
（
５
期
１
９
年
）
。
昨
年
７
月
の
都
議
選
に
挑
戦
す
る
も

惜
敗
。
市
議
会
副
議
長
な
ど
歴
任
。
オ
フ
は
も
っ
ぱ
ら
本
屋
さ

ん
や
日
帰
り
温
泉
へ
。
家
族
は
妻
、
子
ど
も
２
人
。

中野あきとさんに期待します

地
方
自
治
の
現
場
で

大
い
に
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い

弁
護
士

窪
田
之
喜

市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
、
中
野
あ
き
と
さ
ん
は
絶

対
に
必
要
で
す
。
中
野
あ
き
と
さ
ん
は
、
平
山
６
丁
目

の
違
法
生
コ
ン
工
場
移
転
問
題
や
、
ご
み
焼
却
場
・
違

法
ご
み
搬
入
路
問
題
な
ど
、

い
つ
も
市
民
運
動
と
と
も
に

歩
み
、
徹
底
し
た
調
査
研
究

で
そ
の
知
恵
袋
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
市
政
へ
の
復
活
を

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。



市
政
を
動
か
す
確
か
な
提
案
・
実
績

ま
ち
壊
し

条
例
提
案
で
迫
り
開
発
条
例
を
制
定

日
野
の
緑
や
住
環
境
を
壊
す
乱
開
発
が

吹
き
荒
れ
た
時
、
住
民
と
共
に
た
た
か
い

な
が
ら
、
こ
れ
を
規
制
す
る
た
め
の
条
例

案
を
研
究
し
議
会
へ
提
案
。
自
民
党
議
員

と
大
論
戦
の
末
、
市
長
は
こ
れ
ま
で
の
態

度
を
変
え
て
「
条
例
を
出
す
努
力
を
し
た

い
」
と
答
弁
。

そ
の
一
か
月
後
、
臨
時
議
会
が
開
か
れ

て
同
趣
旨
の
条
例
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

違
法
生
コ
ン
工
場
の
撤
去
！

20
年
以
上
も
放
置
さ
れ
て
き
た
平
山
６

丁
目
の
違
法
生
コ
ン
工
場
。
特
定
行
政
庁

と
し
て
の
日
野
市
の
責
任
を
議
会
論
戦
で

徹
底
的
に
追
及
し
、
市
政
を
動
か
し
て
２

年
半
で
解
決
を
図
り
ま
し
た
。

待
機
児

徹
底
論
戦
で
６
つ
の
認
可
保
育
園
増
設
へ

増
え
続
け
る
保
育
園
待
機
児
の
現
実
を

前
に
、
毎
年
１
つ
の
保
育
園
し
か
増
や
そ

う
と
し
な
い
市
に
、
抜
本
増
設
を
求
め
て

徹
底
論
戦
。
平
成
28
年
６
月
議
会
の
論
戦

で
大
坪
市
長
は
「
計
画
を
超
え
て
認
可
保

育
園
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
」
と
答
弁
。

こ
の
結
果
、
こ
の
４
月
へ
向
け
３
園
、

来
年
４
月
へ
向
け
て
３
園
の
合
計
６
園
増

設
で
８
２
０
名
の
定
員
拡
大
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

負
担
増

国
保
値
上
げ
の
不
当
性
暴
き
連
続
値
上
げ

を
ス
ト
ッ
プ

国
保
財
政
は
４
年
間
で
約
43
億
円
の
財

政
不
足
に
な
る
か
ら
、
18
％
、
１
人
当
た

り
１
万
２
０
０
０
円
の
値
上
げ
が
必
要
と

強
行
を
図
っ
た
市
に
、
実
態
を
分
析
し
そ

の
不
当
性
を
突
き
つ
け
て
徹
底
的
に
追
及
。

そ
の
後
検
討
さ
れ
て
い
た
連
続
値
上
げ

は
、
市
の
思
惑
通
り
に
進
ま
ず
、
こ
の
２

年
間
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

公
契
約

繰
り
返
し
積
極
的
提
案
で
迫
り
公
契
約
条

例
制
定
へ

市
役
所
内
部
で
公
契
約
研
究
会
を
設
置

し
な
が
ら
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
出
さ
れ

て
き
た
報
告
書
を
見
れ
ば
半
ば
条
例
の
必

要
な
し
と
。
市
議
会
で
報
告
書
の
問
題
点

も
た
だ
し
な
が
ら
、
公
契
約
条
例
の
必
要

性
を
繰
り
返
し
提
案
。
答
弁
に
た
っ
た
市

長
は
「
過
去
３
年
間
の
歩
み
が
遅
か
っ
た

こ
と
を
反
省
し
、
そ
れ
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
答
弁
。

そ
の
後
動
き
出

し
、
今
年
３
月
に

条
例
案
が
提
案
さ

れ
る
見
通
し
で
す
。

中
野

あ
き
と

公
共
交
通
の
抜
本
的
充
実
で
気
軽
に
出
か

け
ら
れ
る
ま
ち
へ

●
ミ
ニ
バ
ス
南
平
、
平
山
路
線
の
増
便
、
バ
ス
停
の

改
善
・
充
実
を

●
南
平
台
、
南
平
駅
前
、
南
平
５

丁
目
に
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を

●
市
立
病
院

へ
の
乗
り
継
ぎ
な
し
で
行
け
る
よ
う
平
山
路
線
の
改

善
を

●
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
の
改
善
を
（
１
０
０
円

区
間
の
設
定
、
ド
ア
・
ス
テ
ッ
プ
の
改
善
、
最
終
便

の
18
時
台
へ
の
拡
大
、
土
曜
日
の
運
行
な
ど
）

待
機
児
ゼ
ロ
・
大
規
模
学
童
の
解
消
で
、

子
育
て
安
心
の
ま
ち
へ

●
認
可
保
育
園
の
抜
本
増
設
で
保
育
園
待
機

児
ゼ
ロ
へ

●
45
人
以
上
の
学
童
ク
ラ
ブ
の

分
設
、
全
ク
ラ
ブ
へ
正
規
指
導
員
の
配
置
を

●
私
立
幼
稚
園
保
護
者
を
は
じ
め
と
し
て
費

用
負
担
の
軽
減
を

人
権
、
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
ま

ち
を

●
実
効
性
の
あ
る
障
害
者
差
別
禁
止
条
例
の

制
定
を

●
同
行
援
護
、
移
動
支
援
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
の
月
の
利
用
時
間

制
限
の
撤
廃
を

●
市
の
支
援
で
重
度
障
害

者
が
生
活
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

●

発
達
障
害
、
高
次
脳
機
能
障
害
、
難
病
、
失

語
症
の
方
へ
の
支
援
充
実
を

●
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
・

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差
別
を
な
く
す
条

例
を

住
ま
い
か
ら
介
護
ま
で
、
老
後
の

安
心
を

●
高
齢
者
向
け
家
賃
助
成
制
度
の
拡
充
を

（
公
社
住
宅
居
住
者
も
対
象
に
）

●
年
金

で
入
れ
る
特
養
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
整
備
を

●
介
護
保
険
の
重
い
利
用
料
負
担
に
対
す
る
市
の
支

援
を

駅
前
商
店
街
の
再
生
・
農
業
支
援
で
、
安

心
で
活
力
あ
る
地
域
を

●
リ
フ
ォ
ー
ム
や
家
賃
へ
の
助
成
、
専
門
家
の
派
遣

な
ど
で
商
店
街
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

●
学
校

給
食
へ
地
元
野
菜
等
を
提
供
す
る
農
業
者
へ
の
支
援

（
運
搬
、
品
目
、
奨
励
金
）
拡
充
を

●
生
産
緑
地

制
度
の
維
持
・
拡
充
、
農
業
体
験
農
園
、
直
売
所
の

充
実
へ
向
け
た
支
援
を

子
ど
も
の
豊
か
な
「
育
ち
」
を
支
え
る
学

校
・
地
域
づ
く
り
を

●
少
人
数
学
級
、
特
別
支
援
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実

を

●
就
学
援
助
、
高
校
生
奨
学
金
の
拡
充
を

●

学
校
ト
イ
レ
の
早
期
改
修
（
洋
式
化
）
を

●
住
民

参
加
で
全
公
園
の
総
点
検
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

低
収
入
・
不
安
定
な
働
き
方
か
ら
人
間
ら

し
い
賃
金
・
待
遇
へ

●
公
契
約
条
例
の
制
定
で
市
の
工
事
お
よ
び
委
託
等

で
働
く
人
々
の
賃
金
・
処
遇
改
善
を

●
非
正
規
職

員
の
正
職
員
化
及
び
賃
金
・
処
遇
の
改
善
を

●
市

が
独
自
支
援
を
行
い
介
護
・
保
育
・
障
害
者
施
設
等

で
働
く
人
々
の
賃
金
・
処
遇
の
改
善
を

【
大
雪
へ
の
緊
急
提
案
】

「
高
齢
で
雪
か
き
が
で
き
な
い
」
の
声
多
数
。

日
野
市
は
地
域
の
生
活
道
路
も
歩
道
も
除
雪
の

対
象
と
し
て
、
必
要
な
機
具
、
予
算
、
体
制
を

確
保
す
べ
き
で
す
。

中野あきとはめざします（重点政策）


